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地域おこし協力隊としての 3年間の活動報告 

上山地区 岡野紘子 

期間：2019 年 4月 1日～2022 年 3月 31 日 
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放棄地再生・棚田再生 

放棄地や棚田の再生、維持、管理、活用は上山地区での活動のメインである活動。 

もともと農業はおろか、草刈機すら持ったことがなかった 3年前の私。 

協力隊の OB や OG など棚田再生のために活動している「NPO 法人英田上山棚田団」の

メンバー、地元の方々に教えてもらい始まった草刈り、野焼き。

そしてお米作り。 

3 年間の間に稲作にて管理する範囲もふえ、全体で４．３町歩。 

数十年の間放棄地だった場所も数箇所草刈りし、全体で７町歩まで増やすことができ

た。 

個人でも１年目に同期の蟻正さんと共に数十年は放置され笹薮になってしまった１町

歩ほどの棚田を切り開いた。 

そして作物の栽培を始めた。 

稲作では最低限の肥料と農薬にし、除草剤は使わず人力で草管理。 

畑作は笹薮を開墾し、落ち葉や米ぬかなど自分の周りにあるものを使った土作りから

始めた。 

育てる作物もなるべく在来種などを選択し、より良い心身の基礎を作るための作物作

りを目指した。 

この活動を通し、もっと自分が食べているものについて知ってほしいという思いが強

くなり、 

田植え、稲刈りイベントも企画し大人から子供まで多くの方にご参加いただきまし

た。 
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資源の活用、文化の継承、そして共有 

里山での暮らしは街とは違い暮らしの風習や文化があり、いまだその中で暮らしてい

る人々がいる。 

不便の中に人間の知恵や自然への敬意があり、そのことを忘れてはいけないし、消え

そうになっている知恵や文化は受け継ぎつなげていく必要があると強く思った。 

中でも自然の力や「衣食住」の中でも医(食)にポイントを置き、学び実践し伝えるこ

とを行った。 

一人一人が、より自身の生活や心身を見つめることで、普段の食事や暮らし方、自然

との付き合い方について見直し考えるきっかけになったらと３年間を通して様々なＷ

Ｓや講座を上山内外でひらいた。 

・地元の方から伝承してもらったこんにゃく作り

・棚田で育てた大豆や黒豆とお米で作るお味噌作り

・自分で育てる糀作り

・育てたヘチマで作るヘチマたわし作り

・籾殻くんたん作り

・自然の力で作る堆肥作り

・野良着作り 等々 
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薬草 

最後は薬草の活動についてです。 

私が地域おこし協力隊として上山地区に来た理由の一つがこの薬草事業のためです。 

上山地区に住み、薬草事業に従事されている協力隊ＯＢの松原さんから薬草について

学び始めた１年目。 

里山には沢山の野草が自生しており、その野草の中には生薬（漢方薬）として扱われ

る植物もたくさんあります。 

昔の人は身の回りに生えている植物を薬にし、自身の健康を自分自身で作り保ってい

た。これも一つの文化である。 

松原さんから学んだことを元にし、独自でも薬草を広めるために季節に合わせたブレ

ンド茶など数種類の商品を作ったり、ＷＳや講座を上山内外で企画した。

主な活動詳細としては 

・薬草茶づくり

  季節に合わせたブレンド茶を作成し販売し、岡山県内のお店でも取り扱いあり。 

また個々に合わせたブレンドも行う。 

・食べる薬草

  野草はお茶とするだけでなく、野菜と同じように料理して食べることができる。 

  そのことを知っていただき、自身でも活用してもらえるように SNS で食べ方等の

情報発信や商品開発、イベントで薬草料理を出店。 

・講座

  上山内外で見分け講座や薬草の使い方ＷＳを行う。 

・薬草栽培

  採取するのは自生してるものだけでなく、栽培も試みているが、 

薬草栽培についてのノウハウは資料として残されていないため、 

実験しながらの栽培。 

クコ、はと麦、藍、紅花、紫蘇、ヤブカンゾウ、黒豆、ホーリーバジルなど。
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まとめ 

薬草を学びたい。 

消費ばかりする生活から生産する暮らしをしたい。 

という思いから上山地区の地域おこし協力隊に募集し、活動が始まり早３年。 

あっという間の３年間だったけれども、振り返ると驚くほどできることが増えていま

した。 

それぞれの活動を進める中で一つ一つが繋がり、どれも自分にとってはなくてはなら

ないものになっていました。 

いつのころからか｢暮らし｣というキーワードが私の中には常にあるようになり、草刈

りをするのも、田んぼをするのも、畑をするのも、薬草をするのも、講座をするのも

中心にあるのは｢暮らし｣。 

近年、世界や社会が大きく変わっている中で、心身共に苦しくなっている人を目にし

たり、相談を受けたりする機会も増えました。 

そこで感じたのは、自分の暮らしや自分の健康は自分で作っていくということを一人

一人が気づくことが今後大切になってくるのではないかなということでした。 

それができなくともできないという自分を自覚すること、つまり自分をしっかり見つ

め自分で自分を知っていくことが大切なのだと。 

里山という地域で活動できたおかげで、自然や人との繋がりも直に感じることがで

き、自分の軸をしっかり持つことに繋がりました。 

今後はこの３年間を通し学んだことを続けながらも、さらに一人一人の｢暮らし｣を豊

かにしていけるよう活動を続けていくと共に、より多くのかたに知恵や知識を共有

し、体験もしてもらえるようにしていこうと思っています。 

少しでも多くの人がいきいきできるような世界を目指して引き続き自己研鑽に励みた

いと思います。 
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